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自動車塗料用添加剤
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溶剤型プライマー

サーフェーサー

光沢、沈降
色浮き・色分れ

　湿潤分散剤により、全て
の顔料及び体質顔料が脱凝
集した場合に、最も高い光
沢、最大の発色及び再現性
（色浮き・色分れのないこ
と）が得られます。さらに、
チキソ性や降伏値を下げ、
ニュートニアン流動に近い
レオロジー挙動が得られれ
ば、塗料のレベリング性は
向上します。

　しかしながら、最も良好
な沈降防止性（サーキュレー
ション安定性）を得るには、
顔料や体質顔料をコント
ロールされた凝集状態で安
定化し、また降伏点を顕著
に示すレオロジー添加剤を
使用します。実際、上記の
性質のプラス面全てを併せ
持つ塗料の研究が続けられ
ています。これらの諸特性
は、添加剤の組み合わせに
より、最適化をはかること
ができます。

　着彩あるいは濃色中塗に
は、脱凝集タイプの湿潤分
散剤 Disperbyk"-163 を
単独あるいはBYK"-P104
（ある程度、コントロールさ
れた凝集状態を形成する添
加剤）と併用して（2：１
～ 3：１の割合）使用され
ることをお薦めします。

　淡彩あるいは白色中塗に
は、Disperbyk"-180が最
適です。

湿潤分散剤 
（溶剤型OEM・中塗用） 

添加量 添加量 推奨添加剤 推奨添加剤 

色浮き・色分れ 4 - 6%
顔料に対して 

1.5 - 2.5%
顔料に対して 

DISPERBYK-111
DISPERBYK-180

沈降防止 0.2 - 0.5%
全配合物に対す 
る添加量 
ミルベースに添加 

0.2 - 0.5%
全配合物に対す 
る添加量 
ミルベースに添加 

BYK-410 BYK-410

用途 着彩および濃色中塗 淡彩および白色系中塗 

DISPERBYK-163

表1

自動車OEM塗料－プライマーサーフェーサー

　沈降防止性の向上（サー
キュレーション安定性）を
目的に、レオロジー特性を
調整するには、上記の添加
剤と液状レオロジー調整剤
BYK"-410（ミルベースに
塗料全体の 0.2 ～ 0.5%）
を併用して使用されること
をお薦めします。
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溶剤型プライマー

サーフェーサー

自動車OEM塗料－プライマーサーフェーサー

フロー性、レベリング性
下地への濡れ性
ハジキ防止

　フロー性及びレベリン
グ性の向上には、アクリル
系添加剤を使用します。ポ
リエステル／メラミン及
びポリエステル／メラミン
／エポキシをベースとする
中 塗 に は、BYK"-355 が
適しています。ポリエス
テル／メラミン／ブロッ
クイソシアネートの中塗に
は BYK"-355 及 び BYK"-
358Nが適しています。

　シリコン系添加剤の表面
張力が樹脂の表面張力に近
い場合にのみ、フロー性及
びレベリング性が向上しま
す。この場合、ゴースティ
ング（表面張力差により生
じるワイプマーク）が防止
できます。BYK"-322 は下
地への濡れ性及びハジキ防
止性をさらに向上させる目
的で中塗に使用されます。

　多くの場合に、アクリ
ル系及びシリコン系添加
剤は組み合わせて使用さ
れており、レベリング性の
良好な、ハジキのない塗膜
表面が得られます。（例え
ば、BYK"-355　0.2 ％ ＋
BYK"-322　0.05％）

泡

　BYK"-052 はシリコン
フリーの消泡剤で、中塗に
最適です。この消泡剤の樹
脂系への相溶性が不十分な
場合は、より相溶性の高い
BYK"-051 をご使用下さ
い。一方、消泡性が不十分
な場合には、より不相溶性
の高い BYK"-053 をご使
用下さい。

電気伝導度

　中塗を静電塗装するとき
の電気伝導度の調整には、
BYK"-ES 80をご使用下さ
い。
BYK"-ES 80 に よ り、 電
気抵抗値が低下します。つ
まり、塗液の電気伝導度が
増加します。反対に、添加
剤により、電気伝導度が低
下することはありません。
BYK"-ES 80は乾燥塗料の
電気伝導度には影響を与え
ず、塗液の電気伝導度にの
み影響します。

用途 樹脂系 

表面調整剤 
（溶剤型OEM・中塗用） 

ポリエステル／メラミン 
ポリエステル／メラミン／ 
エポキシ 

ポリエステル／メラミン 
ブロックイソシアネート 

フロー性 
レベリング性 

BYK-355 BYK-355

ハジキ防止 BYK-322

消泡 BYK-051
BYK-052

BYK-051
BYK-052

電気伝導性 BYK-ES 80

表2
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自動車OEM塗料－プライマーサーフェーサー

水性プライマー

サーフェーサー

光沢、沈降
色浮き・色分れ

　溶剤型中塗同様、水性塗
料で高光沢、最適色調及び
レベリング性を得るには、
湿潤分散剤を使用して、顔
料及び体質顔料を脱凝集す
ることが絶対必要条件です。

Disperbyk " -180（ 樹
脂 あ り 分 散 ） 及 び　
Disperbyk"-190（樹脂な
し分散）は脱凝集タイプの
湿潤分散剤です。
沈降防止性（サーキュレー
ション安定性）を向上させ
るには、レオロジー添加剤
（ベントナイト）を併用する
必要があります。もちろん、
光沢低下を避けるために、
系統だった実用化評価試験
を行い、最適な組み合わせ
をご確認下さい。

フロー性、レベリング性
下地への濡れ性

　下地への濡れ性を向上す
るには、BYK"-345 及び
BYK"-347などのシリコン
系界面活性剤が適していま
す。BYK"-345は起泡性が
低いので、よく使用されて
います。BYK"-347は有機
系共溶剤を少量含むまたは
全く含まない塗料用に開発
されました。PVCに対する
濡れ性も BYK"-345 より
優れています。

純粋なレベリング剤として、
アクリル系レベリング剤の
BYK"-380Nをお薦めしま
す。BYK"-380N（前述の
シリコン系界面活性剤との
併用）により、オーバース
プレーダストが原因で生じ
るハジキが防止できます。
Byketol"-WSはボイルマー
ク及びピンホールを防止す
るので、塗膜の表面外観を
向上させるのに広く使用さ
れます。

泡

BYK"-011 はシリコンフ
リーの添加剤で、優れた消
泡性と消泡効果の長期持続
性を示します。表面調整剤
のByketol"-WSもまた消
泡性を示します。
BYK"-011 と Byketol"-
WS の併用により優れた消
泡性とワキ防止効果を示し
ます。
シ リ コ ン 系 消 泡 剤
の B Y K " - 0 24 及 び
BYK"-028は BYK"-011
と Byketol"-WSで効果が
不十分な場合にのみご使用
下さい。

用途 

表面調整剤 
（水性OEM・中塗用） 

表4

推奨添加剤 

BYK-345
BYK-347
BYK-348

フロー性および 
レベリング性 

BYKETOL-WS

下地への濡れ性 

BYK-381

BYK-024（シリコン含有） 
BYK-011（シリコンフリー） 

BYK-028（シリコン含有） 

ワキ 
ピンホール 

消泡剤 

用途 

湿潤分散性 
（水性OEM・中塗用） 

表3

着彩および濃色系 淡彩系 

DISPERBYK-180 DISPERBYK-180

分散樹脂なし DISPERBYK-190 DISPERBYK-190

分散樹脂あり 
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溶剤型

図5

添加剤なし 

ラブアウト試験 

添加剤あり 

湿潤分散剤による 
色浮き・色分れ防止 

 

MPA／酢酸ブチル 

添加剤 不揮発分 特記事項 

MPA／酢酸ブチル 難分散な 
有機顔料 

MPA／ナフサ 酸化チタンに著効 
他の有機顔料にも 
有効 

Solvent溶剤 

DISPERBYK-166

DISPERBYK-110
DISPERBYK-111

30 %

52 %
> 90 %

DISPERBYK-161

DISPERBYK-162

–
DISPERBYK-180 79 % –

Disperbyk®-161と 
酸触媒との相互作用 
が生じる酸触媒系 

DISPERBYK-170 30 % MPA／酢酸ブチル 

DISPERBYK-2000 40 % MPA／ブチルセルソルブ 

MPA：メトキシプロピルアセテート 

キシレン／酢酸ブチル／MPA

湿潤分散剤 

あらゆる無機、 
有機顔料 
カーボンブラック 

30 %

38 %

表6

液状チキソロトピー剤 BYK-410 52 % n-メチルピロリドン 

漆黒度の高い 
カーボンブラック 

光沢、色安定性

　自動車用上塗において、
顔料の光学的性質を最大限
に引き出せれば、顔料は最
も経済的に使用できること
になります。

ワンコート塗料（ソリッドカラー）

最適な状態とは、顔料が脱
凝集され、その状態が長期
的に安定化していることで
す。一般に、顔料が脱凝集
すると、粘度は低下し、チ
キソ性が低下します。この
ため、上塗のフロー性及び
レベリング性は向上します。

　ほとんどすべての上塗に
は複数の顔料が使用されて
いるため、色浮き・色分れ
をコントロールする必要が
あります。顔料は塗料中に
均一に分布し、ラブアウト
試験で色調差のないことが
望ましい状態です。高分子
量ポリマータイプの湿潤分
散剤により、脱凝集状態は
強化されるので、色の変化、
色浮き・色分れが防止でき
ます。代表的な湿潤分散剤
に、Disperbyk"-161があ
ります。Disperbyk"-162
及びDisperbyk"-163も同
様の良好な結果を示します。

Disperbyk"-166は、ＤＰ
Ｐタイプのような安定化が
難しい顔料に対して特に有
効です。
主に無機顔料を含む上塗
に対して（特に、白色系）、
同様に性能を向上させる
には、Disperbyk"-110、
Disperbyk"-111あるいは
Disperbyk"-180をご使用
下さい。Disperbyk"-110、
Disperbyk" -111 あ る
い は Disperbyk" -180
で 安 定 化 さ せ た 顔 料
は、Dispe rbyk " -161、
Disperbyk"-162あるいは
Disperbyk"-163で安定化
させた顔料と問題なく混色
できます。

酸触媒系の塗料には酸触
媒と相互作用を起こさない
Disperbyk"-170をお使い
ください。
D i s p e r b y k " -170 は
Disperbyk"-161と同じ分
子量及び性能を有していま
す。
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Wachsadditive für

Coil Coatings

  　　ワンコート塗料（ソリッドカラー）

沈降

　液状レオロジー添加剤
BYK"-410 を使用すると、
沈降を防止することができ
ます。さらに、サーキュレー
ション安定性も向上します。
添加量は 0.4 ～ 0.6％で、
ミルベースに添加して下さ
い。

フロー性、レベリング性
下地への塗れ性
塗膜のスリップ性

　純粋なレベリング剤とし
て、アクリル系の BYK"-
358N 及び BYK"-355 を
ご使用下さい。多くの場合
に、シリコン系添加剤と併
用され、厚膜塗装でのスリッ
プ性、下地への濡れ性、オー
バースプレー受容性、ウェッ
トアップ性（薄膜塗装部で
の濡れ）、フロー性などの各
パラメータを最適化します。
BYK"-390 と併用すると、
高温、高湿度のような悪条
件下でも、ワキ・ボイルマー
クのない厚膜塗装が可能と
なります。また、望ましく
ない粘着性効果も防止でき
ます。
　シリコン系添加剤と
し て は、BYK " -306、
BYK " -322、BYK " -315
及び BYK"-331 が自動車
用上塗に適しています。

BYK"-322及びBYK"-315
は比較的表面張力が高いの
で、レベリング性と下地へ
の濡れ性を適切に調整でき
ます。BYK"-306 により、
表面張力は大幅に低下し、
特にハジキ防止に効果的で
す。
（BYK"-315 は酸触媒系に
はご使用にならないで下さ
い）
特に厚膜塗装においては、
“ボイルマーク”及び“ワキ”
に対する適切な防止性が必
要です。これらの要求を満
たすにはBYK"-390が適し
ています。
経験的には以下の添加剤の
組み合わせがよく用いられ
ます。
① B Y K " - 3 9 0 ＋
BYK"-355 ＋ BYK"-315
（またはBYK"-331）

メトキシプロピルアセテート 

添加剤 不揮発分 特記事項 

キシレン／ 
モノフェニルグリコール 

シリコン系添加剤 
表面張力低下能大 
優れたハジキ防止性 

– シリコン系添加剤 
表面張力低下能小 
良好なレベリング性と 
下地への濡れ性 

溶剤 

BYK-306

BYK-322
BYK-315

12,5 %

> 96 %
25%

BYK-355
BYK-358N

BYK-390

メトキシプロピルアセテート 
モノフェニルグリコール 

シリコン系添加剤 
表面張力低下能小 
相溶性、フロー性および 
レベリング性良好、 
“ウェットアップ性”の向上 

BYK-331 > 98 % –

ナフサ 

キシレン 

表面調整剤 

アクリル系レベリング剤 
表面張力には影響なし 

52 %
52%

52 % シリコンフリーの 
ボイルマーク防止剤 

表8

BYK-390
+ BYK-355
+ BYK-315または BYK-331

最適表面特性を得るための 
代表的な添加剤の組み合わせ例 

ワキ防止 
レベリング 
薄膜での優れたフローと 
レベリング 

BYK-390
+ BYK-358N
+ BYK-331または BYK-315

ワキ防止 
レベリング 
薄膜での優れたフローと 
レベリング 

または 

表7

② BYK" -390 ＋ BYK" -
358N ＋ BYK"-331（ ま
たはBYK"-315）
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自動車OEM塗料－クリヤーコート／ベースコート

顔料の安定化 

DISPERBYK-161 有機および 
無機顔料 

CABフリーベースコート 

DISPERBYK-110
DISPERBYK-111

酸化チタンおよび 
着色無機顔料 

DISPERBYK-166 ある種の難分散な 
有機顔料 

CAB含有フリーコート 

DISPERBYK-2000
DISPERBYK-2001

有機および 
無機顔料 

DISPERBYK-110
DISPERBYK-180

酸化チタンおよび 
着色無機顔料 

DISPERBYK-162 パールおよび 
アルミニウム顔料 

Disperbyk®-162 para pigmentos de alumínio
e perolizados

DISPERBYK-110 DISPERBYKw-162
が有効でない系 

BYK-410 貯蔵安定性のあるスラリー用 
液状レオロジー添加剤 

CERAFAK-103/-106/-110

CERATIX-8461/-8463

表9

光輝材の安定化 

ワックス分散体 
沈降防止、フリップ・フロップ 
クリヤーコートのレベリング 

溶剤型ベースコート

色安定性、“光輝材”への濡
れ性

　適切な湿潤分散剤を選択
するには、ベースコートに
ＣＡＢ（セルロースアセテー
トブチレート）が併用され
ているかどうかが関係しま
す。これは、ＣＡＢが特定
の添加剤とは相溶しないた
めです。

ＣＡＢ含有ベースコート

　 D i s p e r b y k " -
2 0 0 0 , D i s p e r b y k " -
2001,Disperbyk"-170 で
顔料を安定化すると、最適

色安定性及び透明度が得ら
れます。無機顔料の分散に
はDisperbyk"-180がご使
用になれます。
　顔料はＣＡＢとともに、
ポリエステルあるいはアク
リル樹脂に分散します。（樹
脂：ＣＡＢ＝ 9：１）低分
子量のＣＡＢ ( イーストマ
ン社のＣＡＢ -381.01) は
必ずミルベースに使用して
下さい。

ＣＡＢを含有しない
ベースコート

　ＣＡＢを含有しないベー
スコートに対して、有機顔
料 に は Disperbyk"-161、
ま た 無 機 顔 料 に は
Disperbyk"-110 が適して
います。Disperbyk"-110
の代わりに、無溶剤タイ
プ の Disperbyk"-111
も 使 用 で き ま す。
Disperbyk"-166 はＤＰＰ
タイプなど分散の難しい有
機顔料に適しています。

既存のＣＡＢ用顔料ベー
ス（Dispe r b y k " - 170
ま た は Disperbyk" -
2 0 0 0 , D i s p e r b y k " -
2001,Disperbyk"-180 を
含有）もまた、使用可能です。

“光輝材”の安定化

　“光輝材”は溶剤中にプレ
ゲル化させることが適当で
す。湿潤分散剤を正しく使
用すれば、シーディング及
び無機、有機顔料との共凝
集が防止できます。この用
途には、Disperbyk"-162
が最適です。
パ ー ル マ イ カ に は

Disperbyk"-110 が効果的
です。
　さらに、貯蔵安定性が
あり、沈降性のない、ポ
ンプ送りの可能な光輝材
スラリーの製造には、レ
オロジー添加剤をご使用
下 さ い。 液 状 チ キ ソ 性
付 与 剤 BYK"-410、 あ
るいはワックス分散体の
Cerafak"-103, Cerafak"-
106,Cerafak"-110または
Ceratix"-8461, Ceratix"

-8463はレオロジー剤とし
ても使用できます。これら
の添加剤により、スラリー
やベースコートの顔料の沈
降防止性及びサーキュレー
ション安定性が向上するだ
けでなく、塗装時の顔料配
向性も向上します。（“フリッ
プ・フロップ性”は良好で、
“くもり”が少なく、ヘイズ
が低下します。）

下地への濡れ性
フロー性及びレベリング性
泡

　BYK"-320、BYK"-331
などのシリコン系添加剤
を使用すると、下地への
濡れ性及びレベリング性
が向上します。さらに、
BYK"-320は消泡性を示し
ます。メタリックベースコー
トに使用すると、アルミニ
ウムフレークの配向性にプ
ラスの影響を与えます。
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　　 自動車OEM塗料－クリヤーコート／ベースコート　

水性ベースコート

–

添加剤 不揮発分 特記事項 Solvent溶剤 

湿潤分散剤 

透明酸化鉄顔料の分散 79 %

プロピレングリコール 
ジプロピレングリコール 
モノメチルエーテル 

分散樹脂ありでの 
顔料分散 

52 %

水 分散樹脂なしの水中での 
顔料分散 
（“スラリー分散”） 

40 %

DISPERBYK-180

表10

DISPERBYK-184

DISPERBYK-190

用途 

表面調整剤 

表11

推奨添加剤 

BYK-345
BYK-347
BYK-348

フロー性および 
レベリング性 

AQUACER 507, AQUACER 840
（ベースコートに使用） 

下地への濡れ性 

BYK-381

BYK-011（シリコンフリー） 
BYK-024（シリコン含有） 
BYK-028（シリコン含有） 

クリヤーコートの 
レベリング性 

消泡 

BYKETOL-WSボイルマーク 
ピンホール 

色安定性

　溶剤型トップコートの項
目で説明したように、顔料
を適切に使用するには、顔
料を完全に脱凝集し、その
状態を長期的に持続させる
ことが必要です。このため、
色浮き・色分れをコントロー
ルする高分子量ポリマータ
イプの湿潤分散剤を使用す
る必要があります。
　 D i s p e r b y k " -
1 8 4 , D i s p e r b y k " -
191,Disperbyk"-190は
水性塗料用の顔料に対する
標準的な添加剤です。顔料
が脱凝集すると、しばしば
粘度が低下します。

　水溶性樹脂の存在下で
顔料分散を行う場合は、
Disperbyk"-184 または
Disperbyk"-191を使用し
ます。
　Disperbyk"-190は“ス
ラリー分散”に適していま
す。この場合、顔料は、樹
脂や有機溶剤を含まない水
中で添加剤を用いて分散さ
せます。さらに、分散時の
ｐ H 調整は必要ありませ
ん。分散終了後に、樹脂（樹
脂溶液あるいは樹脂エマル
ション）を添加し、最後に
ｐH値を調整して下さい。
　Disperbyk"-180は、特
に透明酸化鉄赤の分散用に
開発されました。この添加
剤は、分散樹脂の存在下で
分散して下さい。

Disperbyk"-192でアルミ
フレークのスラリーの安定
化が図れます。

下地への濡れ性
フロー性及びレベリング性、
ボイルマーク

　下地への濡れ性を向上す
るには、BYK"-345 及び
BYK"-348などのシリコン
系界面活性剤をご使用下さ
い。
BYK"-345は泡の発生が少
ない傾向にあります。
BYK"-348は、少量の有機
系共溶剤のみを含有する塗
料用に開発されました。

　レベリング剤として、
BYK"-381 が使用できま
す。Byketol"-WSは特に、
ボイルマーク及びピンホー
ルの防止を目的に開発され
ました。さらに、塗料の一
般的な塗膜性能を向上させ
ます。

泡

　B Y K " - 0 2 4 及 び
BYK"-028などのシリコン
系消泡剤
をお薦めします。表面調整
剤のByketol"-WSは、ボ
イルマーク及びピンホール
を防止するとともに消泡性
も示します。シリコンフリー
の消泡剤 BYK"-011 によ
り、優れた消泡性及びその
長期持続性が得られます。

9

光輝材

　光輝材の良好な配向（こ
れはその他のレオロジー
添加剤によってもたらせ
る）を得るにはワックスエ
マルションの Aquacer"-
507,Aquacer"-840が適
しています。
これらはベースコートの表
層に移動してクリヤーコー
トのレベリング性を向上し
ます。
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自動車OEM塗料－クリヤーコート／ベースコート

溶剤型クリヤーコート

キシレン 

添加剤 不揮発分 用途 

ナフサ アクリル系レベリング剤 
BYKw-355およびBYK-356wより 
高極性 

–

リニアータイプの有機変性 
シリコン系添加剤 
わずかに表面張力を低下 
薄膜においてフロー性良好 

溶剤 

BYK-358N
BYK-361N

BYK-331

52%
> 98 %

> 98 %

BYK-390
BYK-355
BYK-356

–

リニアータイプの有機変性 
シリコン系添加剤 
表面張力を大幅に低下 
ハジキ防止に著効 
タレ性の低減 

BYK-306 12.5% キシレン 
モノフェニルグリコール 

メトキシプロピルアセテート 
–

ワキ防止剤 52 %
52%

> 98 %
アクリル系レベリング剤 

ブランチタイプのポリエス 
テル変性シリコン系添加剤 
レベリング性および“ウェ 
ットアップ”に著効 
クリヤーコートでブラッシ 
ングを防止 

BYK-315 25% メトキシプロピルアセテート 
モノフェニルグリコール 

表面調整剤 

表13

BYK-390 0.05%
+ BYK-361N 0.1%
+ BYK-331 0.08 - 0.12%

BYK-390 0.05%
+ BYK-356 0.1%
+ BYK-315 0.1 - 0.2%

または 

表12

添加剤の組み合わせ 

フロー性、レベリング性
表面特性、ボイルマーク、
スジ跡

　純粋なレベリング剤とし
ては、アクリル系のBYK"-
361N 及び BYK"-356 を
ご使用下さい。シリコン系
添加剤と併用すると、厚膜
塗装系でのスリップ性、下
地への濡れ性、ウェットアッ
プ（薄膜での濡れ・伸び）、
オーバースプレー受容性、
フロー性などの各パラメー
タが調整できます。
BYK"-390 と併用すると、

さらにワキ性が向上します。
自動車塗料用として特
別に開発された添加剤に
BYK"-306、BYK"-315、
BYK"-331があります。
B Y K " - 3 1 5 及 び
BYK"-331の表面張力低下
能はほんのわずかなので、
レベリング性と下地への濡
れ性が適切に調整できます。
一方、BYK"-306は表面張
力を大幅に低下させるので、
ハジキ防止に適しています。

以下の添加剤の組み合わせ
がクリヤーコートの光学的
特性を調整するのに適して
います。
① B Y K " - 3 9 0 ＋
B Y K " - 3 5 6 ＋
BYK"-315

② BYK" -390 ＋ BYK" -
361N＋ BYK"-331
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　　  自動車OEM塗料－クリヤーコート／ベースコート

粉体クリヤーコート

水性クリヤーコート

UVクリヤーコート

　世界中で、自動車塗料用
粉体及び水性クリヤーコー
トに関する多くの研究開発
が行われています。

　この研究に携わっておら
れる方は、ぜひビックケミー
担当者にご連絡下さい。塗
料界のこの特殊分野に適し
た一連の開発品をご提供致
します。

11
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自動車補修塗料

溶剤型

プライマー

サーフェーサー

湿潤分散剤 
（溶剤型自動車補修中塗塗料） 

添加量 添加量 推奨添加剤 推奨添加剤 

色浮き・色分れ 4 - 6 % 
顔料に対する添加量 

1.5 - 2.5 % 
顔料に対する添加量 

DISPERBYK-110

沈降防止 0.3 - 0.8 % 
全配合物に対する 
添加量 
ミルベースに添加 

0.3 - 0.5 %  
全配合物に対する 
添加量 
ミルベースに添加 

BYK-410 BYK-410

用途 着彩および濃色中塗 淡彩および白色中塗 

DISPERBYK-163

表14

光沢、沈降
色浮き・色分れ

　湿潤分散剤により、全て
の顔料及び体質顔料を脱凝
集した場合に、最も高い光
沢、最大の発色及び再現性
（色浮き・色分れのないこ
と）が得られます。さらに、
チキソ性や降伏値を下げ、
ニュートニアン流動に近い
レオロジー挙動が得られれ
ば、塗料のレベリング性は
向上します。

　着彩及び濃色中塗に
は Disperbyk"-163 が、
白色及び淡彩中塗には
Disperbyk"-110 が適して
います。

　最良の沈降防止性を得る
には、顔料及び体質顔料を
コントロールされた凝集状
態にします。BYK"-P104
はこの用途に最適です。脱
凝集タイプの添加剤を使用
する場合、レオロジー剤を
併用すると沈降防止性が向
上します。また、コントロー
ルされた凝集タイプの添加
剤BYK"-P104を添加する
場合も、レオロジー剤を併
用すると沈降防止性が向上
します。両方ともに、適切
なレオロジーの調整幅が大
いに広がります。

・BYK"-410 は液状レオロ
ジー剤で、優れたレベリン
グ性と沈降防止性を付与し
ます。添加量は0.3～0.5％
で、ミルベースに添加しま
す。

・ベントナイトは添加前に
プレゲル化します。ベント
ナイトのゲル化には、Anti-
Terra"-U（脱凝集タイプ
の添加剤を同時に使用し
て、顔料及び体質顔料を
安定化する場合）あるいは
BYK"-P104（コントロー
ルされた凝集タイプの添加
剤を既に使用して、顔料及
び体質顔料を安定化してい
る場合）の使用をお薦めし
ます。これらの添加剤によ
り、ベントナイトの効果は
向上します。

・ フ ュ ー ム ド シ リ カ を
使用してレオロジーを
コントロールする場合、
Disperbyk"-110 に よ り、
性能がさらに向上します。
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　  自動車補修塗料－プライマーサーフェーサー

フロー性及びレベリング性
下地への濡れ性
ハジキ防止性

　フロー性及びレベリン
グ性の向上には、アクリル
系添加剤をご使用下さい。
BYK"-355 及 び BYK"-
358Nはともに相溶性に優
れるので、適しています。
さらに、消泡性も必要な場
合には、BYK"-354 が適し
ています。

　シリコン系添加剤（ゴー
スティングの防止には、
添加剤の表面張力を樹脂
系に合わせることが必
要です。）により、下地
への濡れ性は向上するの
で、ハジキ防止剤として
作用します。中塗には、

BYK"-320、BYK"-322
及び BYK"-315 をお薦め
します。多くの場合で、ア
クリル系及びシリコン系添
加剤は併用され、レベリン
グ性の良好な、ハジキのな
い塗膜表面を形成します。

泡

　シリコンフリーの消泡剤
BYK"-052は中塗に適して
います。しかし、この消泡
剤の樹脂系との相溶性が不
十分な場合は、より相溶性
の高い消泡剤BYK"-051を
ご使用下さい。BYK"-052
による消泡性が不十分な場
合は、より不相溶性の高い
消泡剤BYK"-053をご使用
下さい。高分子量アクリル
系レベリング剤BYK"-354
もまた、消泡性に寄与しま
す。

ポリシロキサン 

用途 添加剤 

表面調整剤 
（溶剤型自動車補修中塗塗料） 

フロー性 
レベリング性 

BYK-355
BYK-358 N

Acrílicos

下地への濡れ性 
ハジキ防止 

BYK-315
BYK-320
BYK-322

消泡性 BYK-051
BYK-052
BYK-053

シリコンフリーの 
ポリマー系消泡剤 

表15

フロー性 
レベリング性 
消泡性 

BYK-354

アクリル 
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自動車補修塗料－プライマーサーフェーサー

水性プライマー

サーフェーサー

メトキシプロピルアセテート 
ジプロピレングリコールモノメチルエーテル 
酢酸ブチル 

添加剤 不揮発分 特記事項 Solvent溶剤 

DISPERBYK-182

DISPERBYK-180 –

湿潤分散剤 

水溶性樹脂との併用で用 
いる顔料分散剤 

43%

79% ハイブリッド系向け分散 
樹脂を用いる顔料分散剤 

表16

DISPERBYK-184 プロピレングリコール 
ジプロピレングリコールモノメチルエーテル 
 
 

52% ハイブリッド系向け分散 
樹脂を用いる顔料分散剤 

BYK-348 > 96%

–

用途 不揮発分 特記事項 Solvent溶剤 

下地への濡れ性 

表面調整剤 

共溶剤を含有する系用 
シリコン系表面活性剤 

> 75%

添加剤 

BYK-345

BYK-347 – 共溶剤を含まない系用 
シリコン系表面活性剤 

> 82%

ジプロピレングリコールモノメチルエーテル フロー性 
レベリング性 

アクリル 52%BYK-380N
BYK-381 52%

炭化水素 消泡性 非シリコン系消泡剤 29%BYK-011

BYK-020 ブチルグリコール／エチルヘキサ 
ノール／ホワイトスピリット 

水溶性樹脂系用 
シリコン系消泡剤 

> 10%

表17

BYK-024 – エマルション用 
シリコン系消泡剤 

> 95 %

光沢、沈降
色浮き・色分れ

　水性の場合、最適光沢及
び色調を得るには、顔料及
び体質顔料を脱凝集する必
要があります。こうして得
たレオロジー特性により、
塗料全体のレベリング性が
向上します。

　Dispe rbyk " -182 は
水溶性樹脂系に使用でき
ます。ハイブリッド系に
は、Disperbyk"-184及び
Disperbyk"-180をお薦め
します。
また配合上で既にアミン
で中和されている場合には

Disperbyk"-180のかわり
にDisperbyk"-111も使用
可能です。

フロー性、レベリング性
下地への濡れ性

　下地への濡れ性を向上す
るには、BYK"-345 及び
BYK"-348などのシリコン
系界面活性剤が適していま
す。BYK"-348は有機系共
溶剤をほとんど含まない塗
料用に開発されました。下
地への濡れ性が向上するの
で、最適レベリング性の必
要条件が確立できます。レ

ベリング性をさらに向上す
るには、アクリル系レベリ
ング剤 BYK"-380N 及び
BYK"-381 をお薦めしま
す。

泡

　泡の形成を防止するには、
BYK"-020（水溶性塗料の
場合）及びBYK"-024（エ
マルション塗料の場合）を
お薦めします。
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自動車補修塗料－ワンコート塗料（ソリッドカラー）

溶剤型

表18

BYK-410 顔料の沈降防止用液体 
液状チキソ性付与剤 

DISPERBYK-161
DISPERBYK-163
DISPERBYK-166

DISPERBYK-110
DISPERBYK-111
DISPERBYK-180

湿潤分散剤 
あらゆる有機、無機顔料 
およびカーボンブラック 
難分散な有機顔料 

酸化チタンおよび 
着色無機顔料 

表19

BYK-051
BYK-052
BYK-053

活性レベルの異なるシリコンフリーの 
ポリマー系消泡剤 

BYK-306
BYK-310
BYK-331
BYK-332
BYK-358N

表面調整剤 
下地への濡れ性の向上およびハジキ 
防止用シリコン系添加剤 
指触乾燥性向上および良好なレベリング 
性を示すシリコン系添加剤 
シリコンフリーのアクリル系レベリング剤 

BYK-066N
BYK-141

シリコン系消泡剤 

消泡剤 

 

沈降、色浮き・色分れ、
色安定性、光沢

　すべての顔料を完全に脱
凝集し、安定化させると、
塗膜表面の光学的性質は最
適になります。脱凝集及び
安定化させるには、顔料の
易動度をコントロールでき
る高分子量タイプの湿潤分
散剤を使用します。したがっ
て、色浮き・色分れ性もコ
ントロールできます。

　最適な湿潤分散剤の選択
は樹脂系に依存します。

２液ウレタン系

　 多 く の 顔 料 に 対 す
る 標 準 的 な 添 加 剤 は
D i s p e r b y k " -161 で
す。ＤＰＰタイプのよう
な分散の難しい有機顔料
に は、Disperbyk"-166
を お 薦 め し ま す。 白 色
上塗及び主に無機顔料
を含む塗料に対しては、
Disperbyk"-110あるいは
Disperbyk"-180が適して
います。Disperbyk"-110
の代わりに、無溶剤タイプ
のDisperbyk"-111も、必
要に応じてご使用下さい。
　高比重の無機顔料及び
体質顔料の沈降を防止す
るには、液状レオロジー剤
BYK"-410 をお薦めしま
す。BYK"-410の添加量は
0.3 ～ 0.5％で、ミルベー
スに添加して下さい。

熱可塑性アクリル

　このタイプの樹脂は、顔
料への濡れ性が不十分なの
で、分散樹脂（Laropal" A 
81、Acryloid" DM55あ
るいはNeocryl" B-1042
など）をDisperbyk"-161
あるいはDisperbyk"-163
とともにご使用下さい。

スリップ性、下地への濡れ
性ハジキ防止

　上塗はできるだけ早く、
“指触乾燥”状態になる必要
があります。この効果は、
高添加量で使用しても、フ
ロー性及びレベリング性に
マイナスの影響のないシリ
コン系添加剤により得られ
ます。この用途に最適な製
品は、BYK"-331です。さ
らに、ハジキ防止性が必要
な場合は、BYK"-306ある
いは BYK"-310 などの表
面活性のより高いシリコン
系添加剤を少量ご使用下さ
い。

　表面活性の高いシリコン
系（BYK"-306、 添 加 量
は塗料に対して 0.05 ～
0.1％）とアクリル系レベ
リング剤（BYK"-358N、
添加量は塗料に対して 0.2
～ 0.3％）の組み合わせは
たびたび使用されています。

泡

　シリコンフリーのポリ
マー性消泡剤シリーズの
BYK " -051、BYK " -052
及び BYK"-053 は、番号
が大きくなる順に消泡性が
高くなります。（BYK"-053
は“最も効果的な”製品で
す。）
シリコン系消泡剤として、
BYK"-066N（非常に強い
消泡性）及びBYK"-141（相
溶性がより高い）をお薦め
します。
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自動車補修塗料－クリヤーコート／ベースコート

溶剤型

ベースコート

顔料の安定化 

DISPERBYK-161 有機および無機顔料 
CABフリーベースコート 

DISPERBYK-110
DISPERBYK-111

酸化チタンおよび着色無機顔料 

DISPERBYK-166 難分散有機顔料 

CABを含むベースコート 
DISPERBYK-2000
DISPERBYK-2001

有機および無機顔料 

DISPERBYK-110
DISPERBYK-180

酸化チタンおよび着色無機顔料 

DISPERBYK-110
DISPERBYK-162

すべてのパールおよび 
アルミニウム顔料 

BYK-410 貯蔵安定性スラリー用 
液状レオロジー剤 

CERAFAK-103/106/110
CERATIX-8461/8463

表20

光輝材の安定化 

ワックス分散体 
沈降防止、フリップフロップ 
クリヤーコートのレベリング性 

色安定性、“光輝材”の濡れ
性

湿潤分散剤を選択するに
は、ベースコートにＣＡＢ
（セルロースアセテートブチ
レート）が併用されている
かどうかが関係します。こ
れは、ＣＡＢは特定の添加
剤と相溶しないためです。

ＣＡＢ含有ベースコート

　Disperbyk"-2000,
D i s p e r b y k " - 2001 ,  
Disperbyk"-170 で顔料
を安定化すると、最適な色
安定性及び透明度が得られ
ます。無機顔料の分散には
Dispebyk"-180がご使用
になれます。

顔料はＣＡＢとともに、ポ
リエステルあるいはアクリ
ル樹脂に分散します。（樹脂：
ＣＡＢ＝ 9：１）低分子量
のＣＡＢ ( イーストマン社
のＣＡＢ -381.01) は必ず
ミルベースに使用して下さ
い。
既 存 の 塗 料 の 多 く は、
BYK"-P104Sを使用して
顔料を安定化しています。
しかし、最新の性能要求を

考慮すると、この安定化は
もはや最適なものではあり
ません。

ＣＡＢを含有しないベース
コート

　ＣＡＢを含有しない
ベースコートに対して
は、 有 機 顔 料 用 途 に
は D i s e r b y k " -161 及
び 無 機 顔 料 用 途 に は
Disperbyk"-110が適して
います。Disperbyk"-110
の代わりに、無溶剤タイプ
のDisperbyk"-111も使用
できます。
　Disperbyk"-166はＤＰ
Ｐタイプなど分散の難しい
有機顔料に適しています。
既存のＣＡＢ顔料ベース
（Disperbyk"-170あるい
は Disperbyk"-180 を含
有）もまた、使用可能です。

“光輝材”の安定化

“光輝材”は溶剤にプレゲ
ル化します。湿潤分散剤
を正しく使用すれば、シー
ディング及び無機及び有
機顔料との共凝集が防止
できます。この用途には
Disperbyk"-162が最適で
す。
D i s p e r b y k " -162 で
相 溶 性 が 悪 い 場 合 は
Disperbyk"-170をご使用
ください。

表21

BYK-320

BYK-331

表面調整剤（溶剤型ベースコート用） 
下地への濡れ性および 
消泡性の向上 
下地への濡れ性向上 

さらに、貯蔵安定性があ
り、ポンプ送り可能なア
ルミニウム及びパール顔
料スラリーの配合には、液
状レオロジー添加剤をお
薦めします。適切なレオ
ロジー添加剤には、液体チ
キソ性付与剤 BYK"-410
及 び ワ ッ ク ス 分 散 体
Cerafak"-103,Cerafak"-
106,Cerafak " -110 ま
た は Cerat ix " -8461,  
Ceratix"-8463 がありま
す。
これらのような分散ワック
スを顔料スラリーに添加す
ると、スラリーの貯蔵安定
性及びベースコートの沈降
防止性が向上します。さら
に、塗装時の光輝材の配向
性が向上します。
（“フリップ／フロップ性”
は向上し、くもりが低下し
ます）。

下地への濡れ性、フロー性
及びレベリング性、泡

　下地への濡れ性、“ウェッ
トアップ”（ベースコート
上の薄膜におけるクリヤー
コートの“濡れ・伸び”と
定義します。）を向上す
るには、BYK"-320 及び
BYK"-331などのシリコン
系添加剤を使用します。さ
らに、BYK"-320は消泡性
を示します。影響は生じま
せん。
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　　　　　  自動車補修塗料－クリヤーコート／ベースコート

水性ベースコート

色安定性

　顔料が適切に脱凝集し、
安定化すれば、光学的性能
は十分に発揮されます。高
分子量ポリマータイプ湿潤
分散剤により、顔料は脱凝
集し、安定化するので、色
浮き・色分れがコントロー
ルできます。

　 一 般 的 な 添 加 剤 と
し て、D i s p e r b y k " -
180,Disperbyk"-184ま
たは Disperbyk"-191を
お薦めします。しかし、樹
脂なしで分散する場合は、
Disperbyk"-190が最適で
す。
この場合、顔料は、樹脂や
有機溶剤を含まない水中で
添加剤を用いて分散させま
す。さらに、分散時のｐH
調整は必要ありません。分
散終了後に、樹脂（樹脂溶
液あるいは樹脂エマルショ

ン）を添加し、最後にｐH
値を調整して下さい。
　Disperbyk"-180は、特
に透明酸化鉄赤の分散用に
開発されました。この添加
剤は、分散樹脂の存在下で
分散して下さい。
また、Disperbyk"-192で
アルミフレークのスラリー
の安定化が図れます。

下地への濡れ性
フロー性及びレベリング性

　下地への濡れ性を向上す
るには、BYK"-345 及び
BYK"-348などのシリコン
系界面活性剤が最適です。
BYK"-348は共溶剤を全く
含まない、あるいはほんの
少量含有するベースコート
用に開発されました。

　純粋なレベリング剤
と し て、 ア ク リ ル 系 の
BYK"-381 をお薦めしま
す。

泡

　泡の生成を防止する
に は、BYK"-024 及 び
BYK"-028などのシリコン
系消泡剤、BYK"-011のよ
うなシリコンフリー消泡剤
をお薦めします。

表22

DISPERBYK-180

DISPERBYK-184

DISPERBYK-190

湿潤分散剤 
（水性ベースコート用） 

無機顔料用 
分散樹脂ありで分散 
有機および無機顔料用 
分散樹脂ありで分散 
無機および有機顔料用 
樹脂を含まない水中で顔料を分散 
（“スラリー分散”） 

17

用途 

表面調整剤 

表23

推奨添加剤 

BYK-345
BYK-347
BYK-348

フロー性 
レベリング性 

AQUACER 507, AQUACER 840
(ベースコートに使用)

下地への濡れ性 

BYK-381

BYK-011(非シリコン系)
BYK-024 (シリコン含有)
BYK-028 (シリコン含有)

クリヤーコートの 
レベリング性 

消泡 

光輝材

　光輝材の良好な配向（こ
れはその他のレオロジー
添加剤によってもたらせ
る）を得るにはワックスエ
マルションの Aquacer"-
507,Aquacer"-840が適
しています。
これらはベースコートの表
層に移動してクリヤーコー
トのレベリング性を向上し
ます。
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自動車補修塗料－クリヤーコート／ベースコート

溶剤型クリヤーコート

水性クリアーコート

表24

BYK-051
BYK-052
BYK-053

シリコンフリーの消泡剤 
BYKw-051＜BYKw-052＜BYKw-053の 
順に高い不相溶性 

BYK-355
BYK-358 N
BYK-306

BYK-331
BYK-332

表面調整剤 
アクリル系レベリング剤 

シリコン系添加剤、下地への濡れ性 
およびハジキ防止性の向上 
下地への濡れ性および良好なレベリング 
性を示すシリコン系添加剤 

BYK-066 N
BYK-141

シリコン系消泡剤 

消泡剤 

フロー性、レベリング性、
表面特性、下地への濡れ性

　フロー性及びレベリング
性を向上するには、BYK"-
358N 及び BYK"-355 な
どのアクリル系レベリング
剤をお薦めします。これら
はシリコン系添加剤と使用
することも多く、厚膜塗装
系のスリップ性、下地への
濡れ性、オーバースプレー
受容性、“ウェットアップ”
（薄膜での塗料の“濡れ・伸
び”）、フロー性などの各パ
ラメータを調整します。

　 シ リ コ ン 系 添 加 剤
BYK"-331は、表面張力を
わずかに低下します。その
ため、レベリング性と下地
への濡れ性とのバランスを
最適に調整できます。
BYK"-306は表面張力を大
幅に低下させるので、特に

ハジキ防止及び表面スリッ
プ性の向上に効果的です。

　添加剤の組み合わせには
次のものがあります。
BYK " -358N ＋ BYK " -
306 及 び BYK"-355 ＋
BYK"-306。

泡

　シリコンフリーのポリ
マー系消泡剤シリーズの
BYK"-051、BYK"-052及
び BYK"-053 は番号が大
きくなる順に消泡性が高く
なります。（BYK"-053 は
“最も効果的な”製品です。）
シリコン系消泡剤として、
BYK"-066N（非常に強い
消泡性）及びBYK"-141（相
溶性がより高い）をお薦め
します。

フロー性、レベリング性、
表面特性、下地への濡れ性

　自動車補修用水生クリ
ヤーコートに水生２液ウレ
タンクリヤーが使用されて
います。

　下地への濡れ性を向上す
るには、BYK"-345 及び
BYK"-348などのシリコン
系界面活性剤をご使用下さ
い。BYK"-348は共溶剤を
全く含まない、あるいは少
量含有する塗料用に開発さ
れました。上記の添加剤は
下地への濡れ性にのみ影響
し、塗膜表面スリップ性に
は寄与しません。したがっ
て、スリップ性を向上させ

るには、シリコン系添加剤
BYK"-333 をご使用下さ
い。

泡

　ミネラルオイルフリー、
シリコンフリーの添加剤
BYK"-011は、特に上述し
たような先進的な樹脂系用
に開発されました。
　BYK"-011により、硬化
剤を添加する際の泡の生成
が防止できます。また、脱
泡性を示し、さらに塗料硬
化時のレベリング性を向上
します。
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添加剤の作用機構に関する
詳細情報については、下記
のブロッシャーをご参照下
さい。

文献

A 1
Additives for UV-Systems

RI 1
Rheology Additives

SI 1
Surface Additives – Silicone 
Acrylates

DI 1
Defoamers and Air Release 
Agents

WI 1
Wetting and Dispersing 
Additives

Additive Guide on CD-Rom
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BYK-Gardner 

測定試験機器

BYK-Gardnerでは、多くの
用途分野における要求を解決す

るための全般的な測定試験機器

を提供しています。

・色

・光沢

・ヘイズ

・オレンジピール

・物理的性能

取扱いの容易な品質管理ソフト

ウェアを含む、携行用および卓

上用の試験機器を取り揃えてお

ります。

BYK-Gardner　－　塗料お
よびプラスチック業界に対応し

た解決策を提供します。

BYK-Gardner GmbH
Postfach 970

82534 Geretsried

Lausitzer Strasse 8

82538 Geretsried

Germany

Phone  +49 (0) 8171 3493-0

Fax       +49 (0) 8171 3493-140

www.bykgardner.com

BYK-Cera
ワックス添加剤

様々な配合要求に対する解決

策を提供しています。

市場にある多数の用途分野お

よび各種系の要求により、ワ

ックス添加剤の性能が異なり

ます。弊社製品群は、市場の

要求に対応しながら長年にわ

たり開発されてきました。

www.byk-cera.com

添加剤と測定機器

BYK-Chemie 
添加剤製品

・ 顔料およびフィラー用湿潤　

　 分散剤

・ スリップ性、フロー性およ

　 び下地の濡れ性を向上させる

　 添加剤

・ 消泡剤および脱泡剤

・ 減粘剤

・ レオロジー付与剤

・ ウレタン整泡剤

・ BYK-Ceraワックス添加剤

www.byk-chemie.com

ビックケミー・ジャパン株式会社
本　　　　社：大阪府大阪市中央区本町4丁目4番17号
東京営業所：東京都港区浜松町1丁目10番11号
名古屋営業所：愛知県名古屋市天白区原1-2105 アーバンライフ原ビル207号

www.byk.co.jp


